
            

            

 

9 月は防災についてのお知らせをさせて頂きます。昨年 11 月 1 日より 

「南海トラフ地震に関する情報」が運用されることとなり、これまでの 

東海地震予知・注意情報から臨時・定例情報が発表されるということになりました。いざという時

に落ち着いて行動出来るように日頃から災害時の対応方法を確認しておくようにしましょう。 

 デイサービスでの対応 注意して頂きたいこと 

地震 まず身を守ることを優先するようにと考えています。

送迎中・入浴中など様々な場面で地震に遭遇すること

を想定して身の守り方を考えています。 

デイサービスは地震発生後には営業を中止し、出来る

限り安全にご家族等への引き渡しを行うことを予定

しております。 

（職員は、引き渡し完了後、入所施設や福祉避難所の支援活動に

向かうようになります。） 

地震による揺れから身を守

るために姿勢を低くして、動

かない物につかまることで

転倒を防ぐようにしましょ

う。また、落下物によるケガ

を防ぐためテーブルの下に

身を隠したり、座布団などで

頭を覆うようにしましょう。 

風水害 自然の力は強く、予想を上回る被害が出ることがあり

ます。ハザードマップでデイサービスが浸水や土砂災

害の災害想定区域になっていないことを確認してい

ます。また、デイサービスでは、気象情報で「警報」

が発令された場合は、送迎の危険性など考慮して営業

中止や時間短縮をさせて頂く事があります。その際に

は電話連絡をさせて頂きますので、ご理解とご協力を

お願い致します。 

警報等によるサービス中止

では皆様に予定変更をお願

いすることとなり大変なご

迷惑をおかけしてしまいま

す。出来る限り早めのご連絡

を行うようにしますが、中止

となった時の過ごし方につ

いて検討していくようにご

協力をお願い致します。 

火災 消防計画を作成し、火気の取扱いなど注意することで

火災が発生しないようにするとともに、万が一火災が

発生した時のために、利用者皆様にもご協力を頂き毎

月避難誘導訓練を行っています。 

サービス利用中は職員の指

示に従って行動しましょう。

家庭では電気コンセント・ほ

こり・湿気が原因となる火災

もありますのでお部屋の整

理整頓も大切です。 

◎福祉避難所について・・・高齢者や障害者、妊産婦など配慮が必要な被災者向けに、災害時に開

設されます。まずは指定避難所への避難が行われますが、避難所での生活が困難で福祉的ケアが必

要と判断された場合に、災害対策本部と連携をとりながら福祉避難所へ移ることになります。また、

福祉避難所の開設には３～4 日間かかると言われており、原則、家族同伴での避難が予定されてい

ます。         （Ｈ30.9.14 災害時対応検討会での菊川市危機管理課からの説明） 

 

 

 9/12・13・14 と『デイサービス敬老会』を開催し、お祝いの 
食事、歌や踊り、アコーディオン演奏などの催しを楽しみました。 
また、今回は皆様の功績に感謝し、デイサービス職員一同からの 
感謝状をお渡しさせて頂きました。高齢社会となり課題ばかりに 
目が行ってしまいますが、若い世代の目標となるよう「笑顔で過 
ごして頂くこと」をお願いさせて頂きました。 
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